
 施策評価シート【分野別施策】 

 

 施策名  関係部 

４－④ 農業・漁業を振興する 産業振興部、農業委員会事務局 

 所管事業に関連する成果指標 

指標名 
単

位 

計画 

策定時 

実績値 
31 年度 

目標値 

進捗 

状況 
27 年

度 

28 年

度 

29 年

度 

30 年

度 

農地利用集積面積 ha 105 108 113 117 122 120 Ａ 

漁港施設の機能保全

（更新率） 
％ 2 3 6 19 35 38 Ａ 

関連事業 

○農道・用排水路整備事業○都市農業促進事業○魚食普及促進事業○漁業後継者育成事業○都市漁

村交流支援事業○ひらつか花アグリ推進事業○担い手総合対策事業○水産振興推進事業○漁港施設

維持管理事業○農地流動化促進事業 

 決算額 

 
28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

事業費（千円）  64,945  60,907 267,801    

執行率（％）  77.46  96.92 64.92    

施策の推進に向けた主な取組の「成果」 

・でてこいまつりなど、生産者と消費者の交流事業を実施するとともに、魚食普及へのＰ

Ｒ活動や農水産物の生産団体が実施する販売促進に関する取組を支援したほか、農作業

受託組織へ農業機械等購入費の一部助成や、担い手の育成・確保や担い手への農地集積

を図りました。また、農業・漁業の老朽化した生産基盤の改修などを行ったほか、ひら

つか花アグリの各施設において、リトアニア共和国をテーマに加えるなど多彩なイベン

トを開催するとともに、大型市民農園において、農業に親しむ場を提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 施策を推進する上での「課題（・）」と課題解決を図るための「取組方針（⇒）」 

・農漁業者の経営力の強化や多様な担い手の確保を図るとともに、担い手への農地の貸し

借りを推進する必要があります。 

⇒新商品の開発やブランド化等を支援するとともに、「浜の活力再生プラン」を支援する

ことで、担い手の育成を進めます。また、農業支援ワンストップ相談窓口の活用や農地

中間管理機構と連携し、農地の貸し借りのあっせんを行います。 

・生産環境の改善や漁港の賑わいの創出が必要です。 

⇒農道・用排水路の整備に当たり、県補助金を活用しつつ、地元農業者の理解を得ながら

進めるとともに、漁港の賑わいの創出のため、来訪者を受け入れるための交流機能を整

備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


